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令和６年12月５日発行
社会福祉法人 中野市社会福祉協議会
URL：https://www.nakanoshi.net

10 月 26 日、ふれあいと思いやりの福祉のまちづくりを目指し、地域活動の輪を広げることを目的と
した中野市社会福祉大会を開催しました。会場となった豊田文化センターには 200 名ほど御来場くださり、
中野高校ギターマンドリンクラブ OB・OG 会の皆さんによる「糸」や「ふるさと」など 5 曲の素敵な音色
のアトラクションから始まりました。式典では福祉に貢献された皆様への表彰を行い、受賞者代表の御挨拶
をされた木

き む ら

村安
や す お

雄さんからは「80 歳を超えても、できることがあれば社会福祉に貢献したい」と力強く温
かな言葉と笑顔をいただきました。式典後は昨年度鑑賞していただいた続編映画「お終活　再春！人生ラプ
ソディ」の記念上映を行い、大会の最後は永田地区社会福祉協議会会長 滝

た き ざ わ せ い い ち

澤誠一さんが大会アピールを読み
上げ、会場にいる皆様の拍手により御賛同をいただきました。（次ページのとおり）

－ふれあいと思いやりの福祉のまちづくりを目指して－
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令和６年度令和６年度中野市社会福祉大会中野市社会福祉大会を開催を開催
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令和６年度 中野市社会福祉大会受賞者令和６年度 中野市社会福祉大会受賞者

本大会の最後に、誰もが住み慣れた地域の中で、いつまでも安心して暮らす
ことのできる地域社会の実現に向け、地域住民相互の交流をとおして支え合い
や絆を深めるために次の取り組みを提案し、実践の輪が広がるよう地域住民並
びに関係機関や団体に呼びかけることとする大会アピールが決定されました。

令和６年度 中野市社会福祉大会 大会アピール令和６年度 中野市社会福祉大会 大会アピール

社会福祉大会で今年度表彰された個人・団体の皆様をご紹介します。（敬称略・順不同）

表彰項目 氏　　名

功労表彰
地区社会福祉協議会役員としてその職務に従事し、通算して８年を経過した者 佐

さ さ き

々木　忍
しのぶ

善行表彰
本会の活動資金の造成のための募金に 50万円以上の拠出をした者 株

かぶしきかいしゃ

式会社　北
きたやましょうじ

山商事

感謝状
地区社会福祉協議会役員として従事し、その職務に従事し、通算して６年を経過した者 木

き む ら

村　安
や す お

雄

感謝状
福祉協力員として活動し、または福祉ボランティア活動で個人または団体が行う技術
指導、介助補助、演奏演芸、話し相手、環境美化、社会貢献等に携り、通算して 6年
を経過した者

西
にしざわ

澤　滿
み ち お

穗

私
わたしたち

達の１００円
えんいち

市

感謝状
本会の活動資金の造成のための募金に 10万円以上 50 万円未満の拠出をした者 山

やまざき

﨑　美
み よ こ

代子

① 誰もが役割を持って、支え合えるきっかけづくりや環境整備に取組んで
いきましょう。

私たちの地域には、高齢者、障がい者、外国籍住民、様々な生きづらさを抱えた人々が生活してい
ます。地域や福祉を身近なものとして考える機会をつくり、支え合えるきっかけづくりや環境整備に
取り組んでいきましょう。

②複合的な課題に対応するため、多様な分野に連携を広げていきましょう。
高齢者、障がい者、子ども、若者、生活困窮者など、各福祉分野にまたがる複合的な課題に対応す

るため、様々な分野との連携を広げていきましょう。

③多様で先進的な取り組みにチャレンジしていきましょう。
制度だけでは対応が難しい新たな福祉課題の解決や次代を担う福祉人材の養成のため、地域住民と

共に知恵を出し合い取組みましょう。

④「我が事」として参画していきましょう。
各市町村の地域福祉計画の策定、改定がさらに活発化していくよう参画していきましょう。
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本年元日に発生した能登半島地震から復興途上にありました石川県能登地
方で 9 月、記録的な豪雨により多くの方々が被災されました。このことを
受けて当協議会で「ボランティアバス」を企画するにあたり、11 月 8 日に
まずは職員 6 名で石川県輪島市南志見地区にて現地調査を兼ね、ボランテ
ィア活動を実施しました。

現地では、ボランティア調整を担当されている「災害 NGO 結」を通じて、
被災世帯宅等の土砂の片付けや搬出作業を行いました。住民の方から、「1
月の地震の後に、復興を目指して川沿いの田んぼに苗を植えてお米の収穫の
時期を迎えようとしていたのに、大雨で土砂崩れが起こってしまった」「畑
も電気柵が流されてイノシシが入るようになってしまって荒らされて、すべ
てダメになってしまった」とのお話をお伺いしました。

今回支援させていただきました南志見地区は、道路状況も復旧途中でボラ
ンティア活動がまだまだ必要と思われました。前回 4 月に能登半島地震の

ボランティアとして 2 泊 3 日の行程で「ボランティアバス」を実施しましたが、輪島市は中野市から片道
の移動時間に 7 時間ほどかかる遠い場所です。そのため現地での活動時間は短くなってしまいますが、そ
れでも「ボランティアバスを出してもらえるのは自分で直接現地に行くよりは負担が少ないのでありがたい」
というお声もありましたので、この経験を生かして今後企画していきたいと考えております。ララだより等
で告知させていただきますので、市民の皆様の温かい御支援・御協力をどうぞよろしくお願いいたします。

能登半島能登半島へへ災害ボランティア活動災害ボランティア活動に行ってきましたに行ってきました

10 月 17 日、中野市市民会館ホワイエを会場に、
「みんなの集いの場研修会」として “ ワイガヤ座談
会 ” を開催しました。当日は集いの場の運営者や関
心のある方、社協職員や市町村行政等様々な職種の
方も含め約 40 名の方々が参加されました。

講師には、ご近所福祉クリエイションの酒
さ か い

井保
たもつ

さんをお招きし、住民の方が取り組んでいる地域活
動の効果や「2025 年問題」等の問題にもふれながら講演いただきました。テレビ CM をまねて「支え合
い、そこに “ 合い ” はあるんか？」と参加者を笑わせながら、「支える活動については学んでいても、人生
１００年時代で誰もが必ずなるであろう “ 支えられる ” ことは学んでいない。支援される立場になって考え
ることも大切。」とのお話がありました。

集いの場の運営者からは「誰もが必ず支えられる側になるということを聞いて自分事として考える機会に
なった。」という感想や、関係機関の職員からは「地域活動を推進していくためにも、自分たちがしっかり
地域の方に寄り添いながら背中の後押しをしていきたい。」といったコメントが寄せられ、ワイワイガヤガ
ヤ楽しく情報共有できる機会となりました。

11 月 8 日、イオン中野店で中野中央幼稚園の園児の皆さんが街
頭募金をされました。

当日は天気も良く、園児の皆さんは「募金お願いします！」と元
気いっぱい声掛けをして、募金いただいた方にカード式の赤い羽根
をお渡ししていました。

肩がけ式の募金箱も交代でかけ、一生懸命募金活動をしてくださ
ったので、沢山の方にご協力をいただくことができました。集めて
いただいた募金は福祉のために大切に活用させていただきます。ご
協力ありがとうございました。

中野中央幼稚園中野中央幼稚園のの園児園児のの皆さん皆さんがが街頭募金活動街頭募金活動

ワイガヤ座談会ワイガヤ座談会をを開催開催しましたしました
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相談名 担当者 期　日 時　間 場　所

心配ごと相談 社協職員 月～金  午後1時30分～
 午後4時30分

法律相談
（予約制）

弁護士
相談員

12/16
１/20
２/３

 午後1時30分～
 午後3時30分

 福祉相談
ボランティア相談 社協職員 月～金

 午前9時00分～
 午後5時00分結婚相談

（予約制） 結婚相談員 月～日

ふれあい相談（無料）

古紙配合率 100％再生紙を使用しています
白色度 100％です

印刷：㈲高錦堂印刷所

市役所 文

信州中野駅

西条東

西条入口

農協

新保北社会就労
センター

▼▼
社協事務局 福祉ふれあい

センター

TEL26-3111

TEL 26-3111（代表） FAX 23-1662
中野市大字西条70番地1
(中野市福祉ふれあいセンター内）
E-mail：syakyo@nakanoshi.net
URL：https：//www.nakanoshi.net
　◇福祉ふれあいセンター  26-3111（代表）
　　○身障センター ○竹馬 TEL 23-1040 ○いちご学園
　◇ぴあワーク TEL 23-1100　FAX 38-0858
　◇りんごの木 TEL 22-8177　FAX 38-1185

　◇青りんご TEL 38-0023
　◇いこいの里 TEL 23-0151　FAX 38-0157
　◇ふたば  TEL 38-0966　FAX 23-1710
　◇まいさぽ中野  TEL 38-0097
◆介護保険事業局　TEL 24-0165　FAX 23-1710
　　○ケアマネ  TEL 24-0165　○ヘルパー  TEL 24-7488
　　○さ  く  ら  TEL 38-3866
◆豊田支所　TEL 24-3032　FAX 38-3878
　◇福祉ふれあいセンター永田分場  TEL・FAX 38-3770
　　○たんぽぽ

申込み・お問合せ先 ◆中野市社会福祉協議会事務局
中野市社協
Instagram

ご芳志ありがとうございます

～次回フードドライブのお知らせ～～次回フードドライブのお知らせ～
■日時：�令和 7年 1月 7日㈫・2月 4日㈫
　　　　午前 9時～ 11時
■場所：中野市役所玄関
■提供していただきたい食品：
　�原則、賞味期限が１か月以上で未開封の物。常温で
保存が可能な物。（生鮮食品、酒類は不可です。）

　※�上記の期日以外にも、中野市社会福祉協議会では
随時食品の提供を受付しております。

■お問合せ先：中野市社会福祉協議会（TEL26-3111）

「魅力ある町づくり講座」受講生の皆様より
１５，９７７円

子ども食堂などの事業への活用のためのご寄付

◆髙見澤宮子 様　タオル、バスタオル

◆中野平中学校３学年の皆様よりSDGs活動学習を通してご寄付をいただきました　
「食品ロス講座」受講生の皆様より
フードバンク事業への食品のご寄付

◆金井公民分館 様　１９,４５0円
　（文化祭バザー売上金より）

◆
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